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今月の表紙
　８月11日、文化博物館で開催さ
れた「ダンボール甲冑づくり」での
１シーン。参加した小学生らの個
性が光る自分だけの甲冑ができあ
がりました。
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２
０
１
９（
令
和
元
）年
は
、
園
部
藩
が
立
藩
し
て
４
０
０
年
目
の

節
目
と
な
る
年
で
す
。

　

２
０
０
６（
平
成
18
）年
に
船
井
郡
園
部
町
・
八
木
町
・
日
吉
町
、

北
桑
田
郡
美
山
町
の
四
町
合
併
に
よ
り
発
足
し
た
南
丹
市
で
す
が
、
市

域
の
多
く
は
こ
の
園
部
藩
領
に
含
ま
れ
て
お
り
、
市
役
所
庁
舎
も
園
部

城
跡
内
に
所
在
す
る
こ
と
は
、
偶
然
で
あ
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
不
思
議

な
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
。南
丹
市
内
で
は
、園
部
藩
や
そ
れ
に
関
連

し
た
展
示
会
や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
園
部
藩
が

存
在
し
て
い
た
江
戸
時
代
を
振
り
返
り
、
ふ
る
さ
と
に
受
け
継
が
れ

た
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
特
集
】　

園
部
藩　

立
藩
四
〇
〇
年
の
軌
跡
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江
戸
時
代
に
成
立
し
た
園
部
藩

▲世木村出身の大力無双・山口関助が所用
　したと伝わる刀：生身天満宮蔵

▲藩主の祈願所となり、小出の瓦が見られる
　大原神社（美山町）

▲10代を除く歴代藩主の五輪塔が立ち並ぶ
　小出家墓所（園部町）

▲園部藩主も寄進した京都帝釋天堂（八木町）

▲園部城址櫓門（左）、番所（中央）、巽櫓（右）
　（園部町）

▲�園部城から移築されたと伝わる安楽寺太鼓
櫓（八木町）

　

園
部
藩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡
し
た

１
６
１
５（
慶
長
20
）年
か
ら
わ
ず
か
４

年
後
の
１
６
１
９（
元
和
５
）年
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
南
丹
市
は
、
丹
波
国
に

位
置
し
、
周
辺
に
は
亀か
め

山や
ま

藩
、
篠さ
さ

山や
ま

藩

な
ど
の
諸
藩
が
あ
り
ま
し
た
。

　

但た
じ

馬ま
の

国く
に

出い
ず
し石
藩
主
で
あ
っ
た
小こ

出い
で

吉よ
し

親ち
か

は
、
29
歳
の
時
に
幕
府
の
命
を
受

け
、
丹
波
国
船
井
郡
園
部
に
転
封
と
な

り
ま
す
。
吉
親
は
、
藩
政
機
構
の
拠
点

で
あ
る
園
部
城（
当
初
は
陣
屋
）を
築
造

し
、
さ
ら
に
は
藩
経
済
の
中
心
地
と
し

て
城
下
町
を
整
備
し
て
、
園
部
藩
を
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

吉
親
の
以
後
も
、
園
部
藩
で
は
小
出

氏
が
10
代
に
わ
た
っ
て
歴
代
藩
主
を

務
め
、
明
治
期
の
廃
藩
置
県
ま
で
約

２
５
０
年
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
ま
し

た
。

◆園部藩のデータ◆

領地：�丹波国船井郡・桑田郡・　
何
いか
鹿
るが
郡および上

こうず
野
けの
国
くに
甘
かん
楽
ら
郡

石高：約3万石（成立時）
村数：185カ村（1810年代）
戸数：7,650軒（〃）
人口：34,528人（〃）
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小
出
氏
の
ル
ー
ツ

　

小
出
氏
は
大
名
と
し
て
あ
ま
り
有
名

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
み
な
さ
ん

も
知
っ
て
い
る
戦
国
武
将
と
つ
な
が
り

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
親
の
祖
父
で
あ
る
小
出
秀
政
は
、

豊
臣
秀
吉
と
同
郷
の
尾
張
国
に
生
ま

れ
、
そ
の
縁
か
ら
秀
吉
に
仕
え
ま
し

た
。
秀
政
の
夫
人
は
秀
吉
の
叔
母
に
あ

た
り
、
豊
臣
家
と
は
深
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
秀
吉
の「
秀
」の
一
字
を

与
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
秀

政
は
そ
の
後
秀
吉
の
下
、
和
泉
国
岸
和

田
城
主
と
な
っ
て
三
万
石
を
領
有
し
、

豊
臣
秀
頼
の
補
佐
役
も
務
め
ま
し
た
。

　

１
６
０
０（
慶
長
5
）年
に
は
、
嫡
子

吉
政
と
共
に
関
ヶ
原
合
戦
に
参
戦
し
石

田
三
成
率
い
る
西
軍
に
加
わ
り
ま
す
。

合
戦
は
徳
川
家
康
の
東
軍
が
勝
利
し
た

た
め
、
敗
れ
た
秀
政
・
吉
政
は
処
罰
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、
東
軍

に
加
わ
っ
た
次
男
秀
家
の
活
躍
に
よ
り

所
領
は
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
期
に
な
る
と
、
４
代
英
貞
は
徳

川
吉
宗
の
い
と
こ
に
あ
た
る
人
物
を
妻

に
迎
え
た
り
、
幕
府
の
要
職
に
就
く
な

ど
徳
川
家
と
の
関
係
も
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
出
氏
は
豊
臣
家
と

の
近
い
関
係
に
よ
っ
て
大
名
と
し
て
の

地
位
を
築
き
、
戦
国
時
代
に
は
名
だ
た

る
武
将
と
と
も
に
戦
い
な
が
ら
生
き
延

び
、
出
石
藩
、
園
部
藩
、
陶
器
藩
の
藩

主
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

園
部
藩
の
小
出
家
の
家
紋
に
は
、

「
丸
に
額
紋
」、「
亀
甲
に
小
の
字
紋
」の

2
種
類
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家

紋
は
、
文
箱
か
ら
屋
根
の
瓦
に
至
る
ま

で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
絵
図
や

史
料
な
ど
か
ら
見
て
取
れ
ま
す
。

　

南
丹
市
に
も
園
部
城
と
呼
ば
れ
る
城

が
あ
り
ま
す
。
城
の
築
造
は
初
代
吉
親

に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
櫓
の

建
設
は
徳
川
幕
府
の
許
可
が
得
ら
れ
ず

陣
屋
と
し
て
成
立
し
、
長
い
間「
城
」と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
８
６
４（
元
治
元
）年
、
幕
末
の
世

情
不
安
の
中
、
防
備
を
固
め
る
た
め
櫓

の
新
規
築
造
を
幕
府
に
願
い
出
ま
す
が

こ
の
時
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
後
交
渉

を
続
け
、
１
８
６
７（
慶
応
３
）年
に
つ

い
に
内
諾
を
得
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

直
後
に
大
政
奉
還
が
行
わ
れ
た
た
め
正

式
な
許
可
が
出
ず
、
翌
年
１
月
に
改
め

て
明
治
新
政
府
に
願
い
出
て
、
園
部
陣

屋
は
つ
い
に
園
部
城
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
約
２
５
０
年
後
の
10
代
英

尚
の
時
代
に
な
っ
て
城
と
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
藩
の
政
治
的
な
拠
点
と
し
て

の
役
割
は
短
く
、
わ
ず
か
３
年
後
の

１
８
７
１（
明
治
４
）年
に
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。
城
と
し
て
は
明
治
時
代
に
成

立
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
で
最
後
に
で

き
た
城
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
む
ぎ
山
山
頂
に
建
て
ら
れ
た
天
守

に
相
当
す
る
三
層
の
櫓
は
現
存
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
櫓や
ぐ
ら

門も
ん

、
番ば
ん

所し
ょ

、

巽た
つ
み

櫓や
ぐ
ら

が
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
の
一

日
本
で
最
後
に
で
き
た
城

初代藩主　小
こ
出
いで
吉
よし
親
ちか
（1590〜1668）

■1590（天正18）年　誕生。
■1613（慶長18）年　23歳で出石城主になり、
　翌年の大坂夏の陣では徳川軍に従い、功績を立
　てました。
■1619（元和５）年　29歳で園部藩主となり、
　河川改修や城下町の造成を行います。その時築いた
　堤は吉親の号をとって「意閑堤」と呼ばれています。
■1668（寛文８）年　78歳の時、園部でその生涯を終えました。

○西○東
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部
と
し
て
、
太た
い

鼓こ

櫓や
ぐ
ら

が
八
木
町
の
安
楽

寺
に
移
築
さ
れ
、
当
時
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
園
部
城
址
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
な
が
ら
、
歴
史
散
策
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

園
部
藩
は
終
焉
を
迎
え
、
新
た
に
園
部

県
と
な
り
、
そ
の
後
、
現
在
の
京
都
府

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
の
園
部
城
に
は
、
そ
の
後
園
部

県
庁（
後
に
京
都
府
園
部
支
庁
）が
置
か

れ
ま
し
た
が
、
１
８
７
２（
明
治
５
）年

に
敷
地
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
政
治
機
構

と
し
て
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　

城
の
中
心
部
は
小
学
校
の
校
地
と
な

り
、
現
在
の
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校

へ
と
つ
な
が
る
学
校
教
育
の
場
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
の

文
化
や
伝
統
、
文
化
財
は
か
け
が
え
の

な
い
地
域
の
資
源
で
あ
り
、
大
き
な
強

み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
貴
重
な
伝
統
や
文

化
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
魅
力
に
気
付
き
、

関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

立
藩
４
０
０
年
を
契
機
と
し
て
、
南

丹
市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
講
演
会

に
足
を
運
ん
だ
り
、
本
物
を
見
た
り
し

て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

明
治
時
代
と
な
っ
て
約
１
５
０
年
が

た
ち
、
近
代
化
が
進
ん
で
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
豊
か
で
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
機
械
化
や
移
り
変
わ
り

の
早
い
流
行
、
過
疎
に
よ
る
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
簡
素
化
に
よ
り
、

歴
史
あ
る
も
の
へ
の
価
値
、
風
習
や
祭

礼
、
社
寺
な
ど
へ
の
関
心
が
薄
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
突
然
存
在

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
親
、
祖
父

母
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
何
世
代
に
も
わ

た
っ
て
命
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。
そ

の
つ
な
が
り
の
証
明
や
活
動
の
痕
跡

は
、
暮
ら
し
の
中
の
住
ま
い
や
食
べ
る

こ
と
、話
す
こ
と
、遊
ぶ
こ
と
な
ど
身
の

回
り
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
文
化
や

伝
統
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

１
８
６
７（
慶
応
３
）年
、
大
政
奉
還

に
よ
り
徳
川
家
は
政
権
を
朝
廷
に
返
上

し
、
長
く
続
い
た
江
戸
幕
府
は
こ
こ
に

終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
翌
年
に
は
新
た

な
統
治
制
度
が
実
施
さ
れ
、
地
方
は
府

藩
県
三
治
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
体
制
を
推
し
進
め
る
明

治
政
府
に
よ
っ
て
１
８
７
１（
明
治
４
）

年
に
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、
藩
は
廃

止
と
な
り
、
10
代
英
尚
に
東
京
へ
の
移

藩
の
終
わ
り
と
新
た
な
時
代

受
け
継
ぎ
た
い
地
域
の
文
化

▲園部城址パンフレット

▲櫓門周辺の様子（明治時代）

▲�藩校教育で使用された書物などを集めた　
小出文庫

▲町内を巡行する丹波祭り囃
ばやし

子の様子
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園部藩

立藩四〇〇年

みんなで
盛
り
上
げよう

みんな
で
楽
し
も
う！

秋歴

な

　園部藩成立からの軌跡を回顧する展示会を開
催します。　
▶日時　　10月19日（土）〜12月8日（日）
　　　　　午前9時〜午後5時
▶内容　　�ギャラリートーク、「園部藩小出家

歴代藩主及夫人肖像画」展示�ほか
▶場所　　南丹市立文化博物館
　展示会を通して南丹市周辺地域の歴史と文化
を多くの方々に知っていただき、ふるさとに受
け継がれてきた文化財の保存と活用について考
えてみてはいかがでしょうか。
　ぜひご来館ください。

　教育委員会では、「園部藩小出家歴代藩主及
夫人肖像画」の市の文化財指定に向けた準備を
しています。
　この肖像画は、小出氏の菩提寺である徳雲寺
に伝来しているもので、８代を除く歴代藩主と
その夫人がセットになって制作された類例が少
ない大変貴重な文化財です。
　また、作者についても幕府御用絵師であった
狩
か
野
のう
探
たん
幽
ゆう
やその一派の作品を示す銘があり、着

物の柄、刀の装飾などにその緻密さを見ること
ができます。

　なんたんテレビ「もぎたてサタデー」の特集に
て、立藩400年を紹介するコーナーを放送して
います。
　近年の資料調査内容や普段公開していない文
化財、南丹市を飛び出して小出氏ゆかりの地の
紹介などを映像を通してお伝えします。ぜひご
覧ください。
▶放送　　毎月最終土曜日〜　６回/日
※都合により放送日が変更になる場合があります。

季特別展「園部藩の歴史と文化」代藩主・夫人像を市指定文化財に

んたんテレビ「もぎたてサタデー」行事やイベントの告知は市公式
Facebookでもお知らせしますの
で、フォローをお願いします。

南丹市教育委員会�社会教育課
電話0771-68-0057
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　南丹市では「森の京都」推進計画を平成
28年に策定し、「豊かな『森』を次世代に
つなぐまち『なんたん』」をテーマに、地域
の豊かな自然や歴史、暮らし、文化遺産を
観光資源として活用し、将来に引き継ぐ
ための、各種施策に取り組んでいます。
　こうしたなか、文化庁の地域文化財総
合活用推進事業と観光拠点整備事業の採
択を受け、「森の京都」構想や南丹市のマ
スタープランの具現化に向け動き出しま
した。地域の人々の生活や自然、文化、
社会環境の発展過程を史的に研究し、こ
れらを保存と育成、そして展示すること
によって、地域振興や観光・産業振興な
どに活用する、総合的な事業「森の京都
『なんたん』エコミュージアム推進事業」
を展開しています。
　合言葉は、「南丹市全体が野外博物館
‐住民一人ひとりが学芸員‐」です。

　「園部藩のあゆみ」をテーマに文献や資
料をはじめ、行事・祭礼・芸能・民話な
ど、地域の歴史学を学び、語り部・案内
人として活躍していただく方のための講
座を開講しています。
　また、地域の文化遺産に興味を持ち、
保存継承に努めてもらう、一般市民対象
の公開講座を開きます。公開講座は、文
化博物館秋季特別展の開催期間中に、3
回開講します。　

●「園部藩の歴史と文化」公開講座
▶日時　　①11月3日（日・祝）
　　　　　②11月23日（土・祝）
　　　　　③12月1日（日）
　　　　　午後1時30分〜3時30分
▶場所　　①②南丹市国際交流会館
　　　　　③京都府立園部高等学校

　園部藩ゆかりの文化遺産をはじめ、政
治機構や歴代藩主の功績、人々のくらし
をデジタル映像で制作し、ネットワーク
を活用して国内外に発信します。

　園部藩の城や城下町の歴史文化を振り
返り、新たな文化や魅力の創造、次世代
への伝承を目的に、歴史研究家を招いて
シンポジウムを開催します。

▶日時　　10月27日（日）
　　　　　午後1時30分〜午後4時
▶場所　　南丹市国際交流会館

　日本最古の生身天満宮に現存する祭礼絵巻には、総勢500人におよぶ豪華絢爛な神幸行列が描か
れています。この神幸行列は、昭和30年ごろまでは200人規模で実施されていたようで、現在の神
幸行列もその形を遺しながら受け継がれています。
　当時を知る人も少なくなるなか、調査研究に基づき、この神幸行列を再現します。神

みこ し
輿の巡行を

はじめ、旧城下町で唯一現存する、丹波祭り囃子の屋台の巡行も計画しています。

▶日時　　10月20日（日）　　午前10時30分　巡行開始
▶場所　　生身天満宮（園部町美園町）　〜旧城下町（約4㎞）

んたんカレッジ

んたんデジタルミュージアム
部藩のあゆみ シンポジウム

れ。生身天満宮祭礼絵巻

な

な園

甦

森
の
京
都「
な
ん
た
ん
」

文
化
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森の京都「なんたん」エコミュージアム実行委員会　
　［事務局］　南丹市園部町城南町宮ノ谷15番地　（公財）園部町振興公社　�事務所内　　電話0771-63-1800
　［市役所担当］　南丹市魅力創生プロジェクト会議�事務局　農林商工部　観光交流室　電話0771-68-0050

概 要
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令和元年10月１日から
ぐるりんバス「新光悦村線」運行開始！

　園部町を運行するぐるりんバスでは、これまで「市街地循環線」、「摩気・園部東部線」、「西本梅スク
ール・癒しの森線」の３路線を運行してきました。
　この度、新光悦村工業団地への通勤や、園部小学校への児童の通学確保、商業施設へのアクセス向上
などを目的とし、４番目の路線となる「新光悦村線」を令和元年10月１日（火）より運行します。

新しくできるバス停は、
「上木崎町東」、「長生園前」、「新光悦村１」、
「新光悦村２」、「道の駅京都新光悦村」
の５つじゃ！
�今までバスが運行していなかった地域も走るよ
うになるぞい！

「新光悦村線」が走ることで．．．．
・園部駅から新光悦村工業団地へ通勤できるよ
・園部駅や市役所へ行けるバスが増えるよ
・園部小学校へ通学できるバスが増えるよ
・道の駅へお買い物に行けるよ
・地域のスーパーにバスで行けるよ
・福祉施設へもバスで行けるよ
　　他にもいっぱい、便利になるよ！
　　　　　　　　　みんなバスに乗ってね！

系統1　園部駅西口〜小山西町〜市役所前〜長生園前〜曽我谷
系統2　園部駅西口〜市役所前〜長生園前〜曽我谷
系統3　園部駅西口〜小山西町〜長生園前〜新光悦村工業団地
系統4　園部駅西口〜木崎町〜新光悦村工業団地

路　線　概　要

運行主体：㈲中京交通（ぐるりんバス）
路 線 名：新光悦村線
運　　賃：全区間　大人 １５０円
　　　　　　　　　小人 １００円

路　　　線　　　図

地域のバスを維持するには、
たくさんの利用が必要ルリ！
みんなでどんどんバスを使って、
盛り上げてほしいルリ！！
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新
光
悦
村
線
　
時
刻
表

園部駅方面

新光悦村工業団地・道の駅方面

※土日祝運休 ※ ※ ※
系統 2 4 3 3 1 4 4 4
曽我谷 7：36 13：03

道の駅京都新光悦村 7：41 13：08
新堂口 7：44 13：11
熊崎口 7：46 13：13
瓜生野 7：47 発 発 発 13：14 発 発 発

新光悦村工業団地2 ↓ 8：45 10：25 11：20 ↓ 17：28 17：48 18：45
新光悦村工業団地1 ↓ 8：46 10：26 11：21 ↓ 17：29 17：49 18：46

曽我谷口 7：49 8：48 10：28 11：23 13：16 17：31 17：51 18：48
長生園前 7：50 ↓ 10：29 11：24 13：17 ↓ ↓ ↓
上木崎町東 7：51 ↓ 10：30 11：25 13：18 ↓ ↓ ↓
園部大橋 7：53 ↓ 10：32 11：27 13：20 ↓ ↓ ↓
市役所前 7：54 ↓ 10：33 11：28 13：21 ↓ ↓ ↓
図書館前 7：54 ↓ 10：33 11：28 13：21 ↓ ↓ ↓
小桜町 7：55 ↓ 10：34 11：29 13：22 ↓ ↓ ↓
城南町 7：56 ↓ 10：35 11：30 13：23 ↓ ↓ ↓
栄町 7：57 ↓ 10：36 11：31 13：24 ↓ ↓ ↓
小山西町 ↓ ↓ 10：37 11：32 13：25 ↓ ↓ ↓
大峠 ↓ ↓ 10：39 11：34 13：27 ↓ ↓ ↓
平成台 ↓ ↓ 10：40 11：35 13：28 ↓ ↓ ↓
木崎町 ↓ 8：49 ↓ ↓ ↓ 17：32 17：52 18：49
大学校前 7：58 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
園部駅西口 7：59 8：50 10：41 11：36 13：29 17：33 17：53 18：50

※土日祝運休 ※ ※ ※ ※ ※
系統 4 4 4 3 3 1 1 1 1 3

園部駅西口 7：25 8：00 8：35 10：00 10：50 12：31 14：36 15：01 16：01 18：13
木崎町 7：26 8：01 8：36 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
平成台 ↓ ↓ ↓ 10：01 10：51 12：32 14：37 15：02 16：02 18：14
大峠 ↓ ↓ ↓ 10：02 10：52 12：33 14：38 15：03 16：03 18：15
小山西町 ↓ ↓ ↓ 10：04 10：54 12：35 14：40 15：05 16：05 18：17
栄町 ↓ ↓ ↓ 10：05 10：55 12：36 14：41 15：06 16：06 18：18
城南町 ↓ ↓ ↓ 10：06 10：56 12：37 14：42 15：07 16：07 18：19
小桜町 ↓ ↓ ↓ 10：07 10：57 12：38 14：43 15：08 16：08 18：20
図書館前 ↓ ↓ ↓ 10：08 10：58 12：39 14：44 15：09 16：09 18：21
市役所前 ↓ ↓ ↓ 10：08 10：58 12：39 14：44 15：09 16：09 18：21
園部大橋 ↓ ↓ ↓ 10：09 10：59 12：40 14：45 15：10 16：10 18：22
上木崎町東 ↓ ↓ ↓ 10：11 11：01 12：42 14：47 15：12 16：12 18：24
長生園前 ↓ ↓ ↓ 10：12 11：02 12：43 14：48 15：13 16：13 18：25
曽我谷口 7：27 8：02 8：37 10：13 11：03 12：44 14：49 15：14 16：14 18：26

新光悦村工業団地1 7：29 8：04 8：39 10：15 11：05 ↓ ↓ ↓ ↓ 18：28
新光悦村工業団地2 7：30 8：05 8：40 10：16 11：06 ↓ ↓ ↓ ↓ 18：29

瓜生野 止 止 止 止 止 12：46 14：51 15：16 16：16 止
熊崎口 12：47 14：52 15：17 16：17
新堂口 12：49 14：54 15：19 16：19

道の駅京都新光悦村 12：52 14：57 15：22 16：22
曽我谷 12：57 15：02 15：27 16：27

【南丹市　ぐるりんバス】
平成17年4月より園部町内におい
て地域路線コミュニティバスとし
て運行開始。地域住民の皆さまが、
JR園部駅や各施設、住宅地などへ
移動するための手段として、また
中山間地域から主要バス路線へ接
続するための手段として、南丹市
から㈲中京交通へ委託し、運行を
行っております。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

地
域
振
興
課　

交
通
対
策
係

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
９

㈲
中
京
交
通

℡（
０
７
７
１
）６
３
─
０
５
２
１
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Topics
美
山
町
の
地
域
医
療
を
考
え
る

―
令
和
元
年
度

第
１
回
南
丹
市
医
療
対
策
審
議
会
―

　

７
月
17
日
、
南
丹
市
の
総
合
的
な
医

療
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
、
審

議
す
る
南
丹
市
医
療
対
策
審
議
会
が
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で

は
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
美
山
診

療
所
の
運
営
を
含
め
、
美
山
町
の
医
療

の
継
続
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
に
は
行
政
や
医
療
機
関
、
美
山

町
で
活
動
す
る
市
民
団
体
な
ど
12
人
が

参
加
。
事
務
局
か
ら
は
、
美
山
診
療
所

の
常
勤
医
の
後
継
者
探
し
の
現
状
や
経

営
が
難
し
い
状
況
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は「
高
齢
者
が
多
い

美
山
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て

い
く
一
方
」「
民
間
の
診
療
所
が
な
い
た

め
、
継
続
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
今
年
度
中
の
答
申
を
目

指
し
て
お
り
、
諮
問
に
際
し
て
西
村
市

長
は「
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
だ
が
、

医
師
へ
の
負
担
を
考
え
、
美
山
診
療
所

を
直
営
化
し
、
住
民
へ
の
安
定
し
た
医

療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

▲美山診療所

▲�諮問に際しあいさつする西村市長

▲防災に関する意見を出し合う各機関

▲現状の課題とその解決策を話し合う参加者

市
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る

―
令
和
元
年
度

第
１
回
南
丹
市
防
災
会
議
―

　

6
月
10
日
、
南
丹
市
役
所
で
令
和
元

年
度
第
1
回
南
丹
市
防
災
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
西
村
市
長
を
は
じ
め
、
消

防
団
や
関
西
電
力
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど

が
出
席
さ
れ
、
南
丹
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
説
明
や
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
懸
念
さ
れ
る
原
子

力
災
害
対
策
や
、
近
年
多
発
し
て
い
る

自
然
災
害
に
か
か
る
収
容
避
難
所
に
関

す
る
協
議
も
行
い
、
各
機
関
か
ら
意
見

を
出
し
合
い
、
有
事
の
際
の
連
携
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

農
業
者
と
市
職
員
が
語
り
合
う

南
丹
市
の
農
業
の
課
題
と
未
来

―
農
業
者
等
交
流
会
―

　

6
月
27
日
、
南
丹
市
役
所
で
農
業
者

等
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
若
手
農
業
者
や
農
業
委
員
、

市
職
員
が
参
加
し
、
日
頃
の
農
作
業
で

苦
労
し
て
い
る
こ
と
や
、
市
内
農
業
の

課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
あ
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
問
題
の
解
決
策
や
行

政
へ
の
要
望
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
作
付
け
す
る
土
地
や
作
物
の
違
い

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
、
新
し
い
発
見
や
、
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
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▲亀岡市の桂川市長（左）と西村市長（右）

▲コニカミノルタ㈱の別
べっ

府
ぷ

幹
みき

雄
お

室長（左)と西村市長（右)

▲あいさつする西田代表

▲活動報告をする隊員

行
政
事
務
の
効
率
化
に
向
け
て

―
行
政
事
務
の
効
率
化
及
び
生
産
性

 

向
上
に
係
る
包
括
連
携
協
定
―

　

7
月
30
日
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や

生
産
性
向
上
を
目
的
に
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
同
社
は
地
方
行
政
の

課
題
に
協
働
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
行
政
事
務
に

お
け
る
効
率
化
や
情
報
通
信
技
術
の
活

用
な
ど
を
検
討
す
る
取
り
組
み
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

締
結
に
際
し
、
西
村
市
長
は「
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
、
持
続
可

能
な
市
役
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
今
後
を
見
据
え
て

―
株
式
会
社
Ｒ
ｙ
ｏ

 

口
司
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成
式
―

　

６
月
21
日
、
農
業
法
人
の
株
式
会
社

Ｒリ

ｙョ

ｏウ

が
園
部
町
口こ
う

司し

区
に
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
完
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
施
設
に
は
、
１
日
に
約
２
ha

の
米
を
乾
燥
処
理
す
る
設
備
の
ほ
か
、

米
粒
を
そ
ろ
え
る
選
別
機
な
ど
を
備
え

て
お
り
、
ま
た
農
家
同
士
で
米
が
混
合

し
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

式
典
で
西に
し

田だ

良よ
し

弘ひ
ろ

代
表
は「
地
域
農

業
を
守
り
、
今
後
の
若
手
が
農
業
で
き

る
よ
う
、
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

協
力
隊
２
期
生
の
隊
員
が
卒
業

―
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
報
告
会
―

　

7
月
13
日
、
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
き
た

隊
員
が
任
期
の
３
年
間
の
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
年
内
で
卒
業
す
る
２
期
生

の
佐さ

田だ

祥ひ
ろ

毅き

さ
ん
、
太お
お

田た

彩あ
や

美み

さ
ん
、

村む
ら

上か
み

直な
ほ

代よ

さ
ん
の
３
人
が
、
活
動
報
告

を
行
い
、「
そ
の
地
域
に
と
っ
て
は
、

あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
市
外

で
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
目
指
す

―
亀
岡
市
・
南
丹
市
水
道
水
の

 
供
給
に
関
す
る
基
本
協
定
―

　

６
月
27
日
、
亀
岡
市
の
水
道
施
設
を

利
用
し
、
水
道
用
水
を
供
給
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の
実
施
に
向

け
た
基
本
協
定
の
締
結
式
を
亀
岡
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
に
よ

り
八
木
町
の
一
部
の
地
域
に
亀
岡
市
千

代
川
町
の
浄
水
場
か
ら
水
道
用
水
が
供

給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

西
村
市
長
は「
水
道
の
広
域
連
携
に

合
意
い
た
だ
い
た
亀
岡
市
長
や
市
議

会
、
携
わ
る
職
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
国
民
健

康
保
険
税（
国
保
税
）を
出
し
合
い
、
お

互
い
に
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

社
会
構
造
が
変
化
し
、
制
度
発
足
時

は
農
林
業
者
や
自
営
業
者
が
多
く
加
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
退
職
後

に
国
保
に
加
入
さ
れ
る
方
や
無
職
の
方

が
多
く
、
低
所
得
者
層
や
高
齢
者
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
の
高
度
化
と
加
入
者
の
高
齢
化

に
よ
り
年
々
増
え
続
け
る
一
人
当
た
り

の
医
療
費
に
反
し
て
、
国
保
税
の
収
入

は
減
少
し
て
い
く
中
で
、
持
続
可
能
な

保
険
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
国
保

制
度
改
革
で
は
、
国
保
へ
の
財
政
支
援

が
拡
充
し
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

主
体
と
な
っ
た
こ
と
で
財
政
運
営
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

平
成
31
年
３
月
末
の
国
保
の
加
入
者

は
、
南
丹
市
の
人
口
の
23
％
に
あ
た
る

約
７
４
０
０
人
で
す
が
、
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
65
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
は
約
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、
会

計
全
体
で
見
る
と
、
約
３
５
０
０
万
円

の
黒
字
収
支
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰

越
金
や
基
金
な
ど
を
除
い
た
単
年
度
実

質
の
会
計
収
支
は
約
２
千
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
す
。

　

基
金
の
残
高
は
平
成
18
年
度
末
に
は

6
億
2
千
万
円
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
基

金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
国
保
税
の
上
昇

を
抑
え
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
度

末
に
は
9
千
万
円
ま
で
減
少
し
、
基
金

に
頼
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
は
保
険
税
率
を

改
定
し
ま
し
た
。

　

国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に

は
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
よ
り
病
気
の
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
医
療
費
の
適
正
化

を
図
り
、
保
健
事
業
を
充
実
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

みんなで
国保を
考えよう
〜健康で幸せで
　あるために〜

国
保
の
現
状

国
保
の
加
入
者
数
の

 

減
少
と
高
齢
化
　
医
療
費
の
状
況
と

国
保
会
計　

国保加入者数の推移

医療費の推移

平成30年度国民健康保険事業特別会計決算（見込み）

（38.4%） （42.0%） （43.9%）
（45.9%）

（47.8%） （48.6%）

（単位：人）

（単位：千円）

（単位：千円）

（30.6%）

（20.8%）

（30.6%）

（21.6%）

（31.9%）

（22.3%）

（33.2%）

（23.0%）

（34.6%）

（23.4%）

（33.9%）

（27.7%）

歳入 歳出
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「
健
診
受
け
た
ら
い
い
の
は
わ
か
っ

て
る
ん
だ
け
ど
、
な
ん
だ
か
面
倒
…
」、

「
仕
事
休
ま
な
い
と
い
け
な
い
し
…
」、

「
具
合
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
し
大
丈

夫
！
」な
ど
の
理
由
で
、
健
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

生
活
習
慣
病
は
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に

進
行
し
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
自
覚
症

状
が
出
る
こ
ろ
に
は
か
な
り
進
ん
で
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
早
期
に
発

見
、
治
療
が
で
き
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
医
療
費
も

抑
制
で
き
、
国
保
税
の
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
大
切
な
家
族
の
た
め
に
も
、
一
年

に
一
回
は
、
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
！　

　
「
か
か
り
つ
け
医
」と
は
、
普
段
の
健

康
管
理
を
し
て
く
れ
る
身
近
な
医
師
の

こ
と
で
、
日
頃
の
診
察
の
ほ
か
に
も
健

康
相
談
や
指
導
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
た

め
、
体
調
を
崩
し
た
と
き
で
も
早
め
の

対
策
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
か
り
つ
け
薬
局（
い
つ
も

の
薬
局
）」を
持
つ
と
、
複
数
の
医
療
機

関
に
通
っ
て
い
る
場
合
、
一
つ
の
薬
局

で
ま
と
め
て
処
方
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
重
複
投
与
や
飲
み
合
わ

せ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る「
は
し
ご
受
診
」は
、
医
療
費
を

増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て

体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
中
は
用
事
が
あ
る
か

ら
」、「
夜
間
の
方
が
空
い
て
い
る
か

ら
」な
ど
の
自
己
都
合
で
、
休
日
や
夜

間
の
救
急
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
医

療
機
関
を
受
診
す
る「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」

は
、
自
己
負
担
が
割
高
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
重
症
患
者
の
対
応
や
入
院
中
の

患
者
の
急
変
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
健
康
の
た

め
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
、
あ
な
た

に
も
で
き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
は
ず

で
す
。
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
国
保
の
安
定

し
た
運
営
が
必
要
で
す
。
一
人
一
人
が

真
剣
に
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
！ 

　

南
丹
市
で
は「
な
ん
た
ん
健
幸
都
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、
歩
く
ま
ち
、

市
民
協
働
に
よ
る
生
涯
現
役
で
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
に「
健
幸（
健
康
で
幸

せ
）の
視
点
」を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
で
、
よ
り
健
康
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

市
民
の
誰
も
が
、
住
み
続
け
る
こ
と

で
健
康
で
幸
せ
に
な
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

医
師
が
処
方
す
る
薬
に
は
、
新
薬
で

あ
る
先
発
医
薬
品
の
ほ
か
に
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）が
あ

り
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
・
効
用
が

あ
る
の
に
、
価
格
が
比
較
的
安
価
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
節
約
す
る

こ
と
は
あ
な
た
自
身
の
家
計
に
と
っ
て

も
有
効
な
取
り
組
み
で
す
。　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
が
可

能
な
場
合
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相

談
を
し
て
、
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医・か
か
り
つ
け

薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

は
し
ご
受
診
、コ
ン
ビ
ニ
受
診

を
控
え
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

健
康
の
た
め
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に

一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

≪予告≫
健康・生きがい講座
「笑いヨガで心も体も健
康になろう！」（仮称）

日時：11月16日（土）
　　　午後予定
場所：�日吉町生涯学習セン

ター「遊youひよし」
主催：南丹市京丹波町国保
　　　研究協議会
※詳しくは後日配布のチラ
シをご覧ください。

健
幸
な
ま
ち
を
目
指
し
て

問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
１
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明
治
国
際
医
療
大
学
女
子
柔
道
部
は
平

成
29
年
度
に
創
部
さ
れ
、
僅
か
３
年
目
な

が
ら
も
前
々
回
の
同
大
会
で
は
ベ
ス
ト

８
、
前
回
は
準
優
勝
と
、
次
々
に
成
長
し

成
績
を
伸
ば
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
大
会
で
も
全
国
の
強
豪
校
を
相
手
に
勝

ち
進
み
、
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
西
村
市
長
へ
優
勝
報
告

の
た
め
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
主
将
を
務

め
る
刈か

り

谷や

美み

咲さ
き

さ
ん
は「
前
回
は
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
皆

で
日
々
の
練
習
に
取
り
組
み
、
皆
で
日
本

一
に
な
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
、
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
が

主
催
す
る「
２
０
１
９
年
度
全
日
本
学
生

柔
道
優
勝
大
会（
男
子
68
回
、女
子
28
回
）」

が
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で
開

催
さ
れ
、
１
部
女
子
団
体
戦
３
人
制（
体

重
無
差
別
）に
出
場
さ
れ
た
明
治
国
際
医

療
大
学
女
子
柔
道
部
が
念
願
の
初
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

女
子
３
人
制
優
勝

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

明
治
国
際
医
療
大
学

女
子
柔
道
部

▲大会出場メンバーの皆さんらと
　記念撮影

▲西村市長へ報告される様子

インフォメーション
友
だ
ち
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

南
丹
市
で
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
８
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
市
政
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
友
だ
ち
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
各
種
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
の
方
や
お
友
達
の
皆
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法

①「
Ｉ
Ｄ
検
索
」の
場
合
は

「
ｎ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
．
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」

を
入
力
し
検
索
し
て
く
だ
さ
い

②「
友
だ
ち
検
索
」の
場
合
は「
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」か
ら「
南
丹
市
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い

③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
場

合
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
く
だ
さ
い

南
丹
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
始
め
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
広
報
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
６
５

利用の際の注意事項
・トークでの返信はできません
・背景やボタンなどの仕様変更
を予告なく行う場合があります
・掲載する情報は細心の注意を
払っていますが、必ず正確性を
保証するものではありません
・「こんな情報が欲しい」など、
ご要望がありましたら、市ホー
ムページ「南丹市政へのご意見
箱」にお願いします
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 30 景

美山町 樫原区
大野ダム

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
４
０

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に

届
け
出
を
！

　

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建

築
や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形

質
変
更
、
土
石
等
の
盛
土
を
行
う

場
合
に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
対
象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が

届
け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

ご
不
明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す

る
こ
と
は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は

美
山
支
所
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南

丹
市
に
関
わ
る
多
く
の
方
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【美山町樫
かし

原
はら

　大野ダム】
　大野ダムは美山町の西端に位置する、高さ61.4ｍの
ダムです。治水と発電の目的で昭和36（1961）年に京都
府で最初の多目的ダムとして完成しました。
　大野ダムの完成以後、周辺は多目的広場や散策路が
整備され、1,000本を超える桜や500本を超える紅葉が
彩るダム湖は「虹の湖」と称され、「ダム湖百選」にも選
ばれています。
　春には「さくら祭り」、秋には「もみじ祭り」が開催され、
地元住民だけでなく多くの観光客がこの場所を訪れ、美
しい景観を楽しまれます。

虹の湖大野ダムの遠景

ダム公園の散策路
★南丹市HPで、バックナンバーのカラー版も掲載しております！★
　URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/009/007/index_46247.html

≪美山町　大野ダム≫
　大野ダムの桜や紅葉の樹は、地域の住民たち
が中心となって植えられたものです。気温が下
がる１１月には、ダム湖周辺の山々の紅葉と共
に色付きだし、周囲一帯が見事に染め上げられ
ます。この時期に開催される「大野ダムもみじ
祭り」についても、地元の方たちの手で運営
されており、大野ダムや周辺を彩る紅葉のグラ
デーション、地域の特産品を使った「ふるまい
大鍋」や露店などを求め、多くの方が大野ダム
に訪れます。
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【
新
】
ま
ち
カ
フ
ェ
モ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

課
題
：
高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
活
動
の
取
り
組
み

　

月
に
一
度
、
地
域
の
高
齢
者
向
け
に
カ
フ
ェ
を

開
催
。
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
す

る
と
と
も
に
、
健
康
体
操
の
時
間
や
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
に
よ
り
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
、
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
。

提
案
者
：
ま
ち
カ
フ
ェ
モ
ー
ニ
ン
グ
の
会

【
継
】
市
民
の
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
予
防

課
題
：
高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
活
動
の
取
り
組
み

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
介
護

予
防
と
し
て
脳
ト
レ
教
室
を
開
催
。
認
知
症
を
予

防
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
孤
立
解
消
や
認
知

症
に
対
す
る
理
解
を
広
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
目

指
す
。

提
案
者
：
脳
ト
レ
ネ
ッ
ト

【
新
】
又
林
集
落
で
ふ
れ
あ
い
農
作
業
体
験

課
題
：
将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

　

都
市
部
か
ら
農
作
業
体
験
の
参
加
者
を
募
集
。

農
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
農
業
へ

の
関
心
を
高
め
、
併
せ
て
実
際
に
集
落
に
来
て
も

ら
う
こ
と
で
集
落
へ
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
定
住

促
進
を
目
指
す
。

提
案
者
：
又
林
農
事
組
合

南
丹
市
市
民
提
案
型

ま
ち
づ
く
り

　
活
動
支
援

　
　
　
交
付
金
と
は

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
で
は
、
現

在
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

加
え
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
平
成
22
年
度
か

ら
、
ま
ち
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す

市
民
団
体
が
提
案
さ
れ
た
事
業
に
対

し
て
、
20
万
円
を
上
限
に
助
成
金
を

交
付
し
、
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
さ
れ
る
団
体
は
、
年
一
回
、

最
大
三
回
ま
で
交
付
が
受
け
ら
れ
、
課

題
の
解
決
と
併
せ
て
、
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
力
を
高
め
、

自
立
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。

　

昨
年
度
は
交
付
金
を
活
用
し
て
地

域
の
環
境
保
全
や
伝
統
文
化
の
継
承

な
ど
を
テ
ー
マ
に
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

協働のキャンバス
市民協働に関するお問合せは  南丹市役所  地域振興課（0771-68-0019）　または 南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）まで　お気軽にどうぞ

今
年
度
の
支
援
事
業
を

紹
介
し
ま
す

　

今
年
度
は
29
件
の
事
業
を
支
援

し
、
そ
の
内
13
件
が
新
規
事
業
で
し

た
。

　

今
回
は
各
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
、
紹
介
し
ま
す
。

（【
新
】…
新
規
・【
継
】…
継
続
）

〇
交
付
対
象
事
業

〈
課
題
設
定
型
事
業
〉

　

市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き

市
民
団
体
が
提
案
実
施
す
る
事
業

〈
自
由
提
案
型
事
業
〉

　

市
民
が
課
題
と
す
る
社
会
的
・
地

域
的
課
題
の
解
決
に
向
け
実
施
す
る

事
業

課
　
題
　
設
　
定
　
型
　
事
　
業
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【
継
】
「
丹
波
猿
楽　
梅
若
家
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
の
過
疎
化
が
進
む
な
か
、
住
民
に
丹
波
猿

楽
梅
若
家
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、「
梅
若
ゆ
か
り
の
地
」と
し
て

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
地
域
に
元
気
と
自
信
を

取
り
戻
す
。

提
案
者
：
世
木
の
伝
統
芸
能
を
守
る
会

【
継
】
志
和
賀
区
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

区
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
区
内
の
ゴ
ミ

収
集
に
よ
り
地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
る
ほ
か
、

伝
統
の
丹
波
音
頭
・
文
七
踊
り
を
定
着
さ
せ
る
。

各
種
の
地
域
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
化
す
る

地
域
を
活
性
化
す
る
。

提
案
者
：
志
和
賀
区

【
継
】
村
づ
く
り
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
２

　

地
域
内
の
耕
作
放
棄
地
の
開
墾
や
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
ゴ
ミ
の
片
付
け
な
ど
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
し
、
地
域
外
の
人
も
呼
び
込
み
な
が
ら
実
施

す
る
こ
と
で
、
村
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
人
材

を
外
部
か
ら
取
り
入
れ
る
。

提
案
者
：
村
づ
く
り
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

【
新
】
南
丹
・
瓢
丹
・
無
病
丹
で
、

南
丹
市
の
街
お
越
し
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
と
希
望
を
持
っ
て
住
み
慣

れ
た
地
域
で
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
高
齢
者
を
中
心
に
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
加
工
を

行
う
。
併
せ
て
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
栽
培
す
る
こ
と

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
環
境
へ
の
配
慮
も
図
る
。

提
案
者
：
南
丹
・
瓢
丹
・
愛
丹
会

【
継
】
季
節
限
定
型
交
流
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
事
業

　

季
節
限
定
の
地
域
資
源
で
あ
る
ホ
タ
ル
を
活
用

し
、
宿
泊
事
業
者
と
連
携
し
て
新
た
な
交
流
コ
ン

テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
交
流
事
業
で
得
ら

れ
る
成
果（
知
名
度
ア
ッ
プ
・
活
動
人
材
の
確
保
な

ど
）を
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
循
環
さ
せ

る
。

提
案
者
：
洞
区

【
新
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
大
会
や
練
習
会
を
通

し
て
、「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」と
い
っ
た

多
様
な
形
で
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
を
創
出
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
者
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

提
案
者
：
美
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

【
継
】
「
下
・
歴
史
と
絆
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

集
落
美
化
活
動
、
歴
史
文
化
の
継
承
事
業
、
盆

踊
り
大
会
の
実
施
を
通
し
て
、
集
落
で
暮
ら
す
誰

も
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
生
き

が
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
持
続
で
き
る
よ
う
な
里
づ

く
り
を
す
る
。

提
案
者
：
下
区

【
新
】
八
木
町
の
宝
探
し
に
よ
る
町
お
こ
し

　

外
部
講
師
を
招
き
、
八
木
町
の
魅
力
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
と
し
、
住
民
自
ら
が
町
に
あ
る
宝

と
呼
べ
る
財
産
を
見
つ
け
、
誇
り
と
希
望
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
を
図
る
。

提
案
者
：
八
木
町
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
継
】
田
舎
の
暮
ら
し
を
楽
し
も
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
置
区
公
民
館
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
を
月
に
1

回
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
集
い
交
流

で
き
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
世
代

間
交
流
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
遊
び
場
づ
く
り

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
。

提
案
者
：
田
舎
の
暮
ら
し
を
楽
し
も
う
会

自
　
由
　
提
　
案
　
型
　
事
　
業
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【
新
】
山
か
ら
人
の
流
れ
を
生
み
出
すプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

音
谷
の
滝
周
辺
と
洞
峠
の
古
道
を
整
備
し
、
遊

歩
道
の
安
全
性
確
保
と
利
用
者
の
レ
ベ
ル
・
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ー
ス
設
定
を
行
い
、
地
域

内
外
か
ら
の
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
。

提
案
者
：
洞
志
会

【
新
】
埴
生
の
シ
ン
ボ
ル
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
城
山
の
城
址
を
見
渡

せ
る
よ
う
地
域
住
民
と
周
辺
住
民
が
一
体
と
な
り

周
辺
森
林
を
整
備
し
、
子
ど
も
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
登
山
計
画
を
企
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
関
心
や
誇
り
を
取
り
戻
す
。

提
案
者
：
埴
生
の
シ
ン
ボ
ル
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
継
】
地
域
活
性
化
農
業
者
支
援
事
業

　

産
官
学
公
連
携
に
よ
り
農
業
者
が
栽
培
し
た
多

品
目
少
量
栽
培
の
カ
ラ
フ
ル
野
菜
の
販
売
促
進
を

重
点
的
に
行
い
、
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
を

地
域
で
一
体
的
に
行
う
。

提
案
者
：
ふ
ら
っ
と
美
山　

生
産
者
の
会

【
継
】
「
南
丹
市
地
域
魅
力
創
造
写
真
公
募
展
」

　

若
手
作
家
を
対
象
に
し
た
公
募
型
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
を
展
示
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
、
南
丹
市
の
魅

力
的
な
風
景
を
写
真
愛
好
家
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
南
丹
市
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
す

る
。

提
案
者
：
ワ
タ
リ
ド
リ
写
真
部

【
継
】
0
歳
か
ら
は
じ
め
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業

　

幼
少
期
か
ら
の
絵
本
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

読
書
基
盤
の
定
着
を
目
指
す
た
め
に
、
０
〜
２
歳

児
と
そ
の
保
護
者
向
け
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

紹
介
を
し
、
親
子
の
絵
本
活
動
の
記
録
を
残
す
た

め
の「
絵
本
手
帳
」を
配
布
す
る
。

提
案
者
：
そ
の
べ
読
み
語
り
ク
ラ
ブ

【
新
】
「
ニ
ン
ニ
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
住
民
間
の
交
流
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
不

耕
作
地
を
利
用
し
て
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
に
取
り
組
み
、

収
穫
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
勉
強

会
を
通
じ
て
、
住
民
同
士
の
結
び
付
き
を
強
固
に

す
る
。

提
案
者
：
新
シ
活
性
化
委
員
会

【
新
】
住
ん
で
良
か
っ
た
地
域
づ
く
り

　
　
　
〜
次
の
世
代
に
引
継
ぐ

豊
か
な
地
域
を
目
指
し
て
〜

　

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
く
た
め
の

「
男
の
料
理
教
室
」や
地
域
の
伝
統
文
化
を
次
世
代

に
つ
な
げ
る
た
め
の「
金
刀
比
羅
神
社
音
楽
祭
」な

ど
を
開
催
し
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
地
域

づ
く
り
」を
目
指
す
。

提
案
者
：
西
田
塾

【
継
】
中
世
木
活
性
化
事
業

　

少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
行
す
る
な
か
、
定
住

人
口
の
現
状
維
持
以
上
を
目
指
し
、
イ
ベ
ン
ト
、

伝
統
行
事
を
開
催
。
ま
た
、
故
郷
の
よ
き
伝
統
文

化
に
つ
い
て
、
継
承
、
記
録
、
情
報
発
信
を
目
的
に
、

図
版
、
写
真
な
ど
を
取
り
入
れ
、
分
か
り
や
す
い

冊
子
を
作
成
す
る
。

提
案
者
：
中
世
木
区

【
新
】
八
木
駅
舎
を
愛
す
る
人
の
会

　

解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
八
木
駅
舎
を
し
の
ん

で
、
駅
舎
の
前
で
記
念
写
真
撮
影
や
八
木
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
八
木
音
頭
保
存
会
に
よ
る
踊

り
を
実
施
。
八
木
駅
舎
を
中
心
と
し
た
ま
ち
の
認

知
度
を
上
げ
、
地
域
内
外
に
発
信
し
、
都
市
と
の

交
流
を
図
る
。

提
案
者
：
八
木
駅
舎
を
愛
す
る
人
の
会

市民協働に関するお問合せは  南丹市役所  地域振興課（0771-68-0019）　または 南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）まで　お気軽にどうぞ
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【
継
】
ヨ
イ
ゾ
エ
ホ
ン
マ
ニ
八
木
音
頭
☆
繋
げ
て

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
・
２

　

高
齢
化
が
進
み
、
文
化
の
継
承
が
途
切
れ
る
な

か
で
、
八
木
音
頭
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
、
近
隣
の
小
中
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
で
住
民
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
交
流
の
場
を
つ

く
る
。

提
案
者
：
八
木
音
頭
保
存
振
興
会

【
継
】
子
ど
も
食
堂
ｃ
ｏ
－
ｎ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
上
で
、
農
作
物
が
近

く
に
あ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接
農
作
物

に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
実
態
が
見
え
た
た

め
、
安
心
し
て
食
す
る
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
農

作
物
を
自
ら
加
工
し
て
食
す
る
体
験
会
を
行
う
。

提
案
者
：
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｃ
ａ
ｎ

【
新
】
南
地
区
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　
「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
え

る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
歴
史
勉
強

会
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
た

人
が
地
域
を
知
る
と
と
も
に
、
開
催
を
通
し
て
地

域
住
民
の
一
体
感
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

提
案
者
：
八
木
町「
南
地
区
大
堰
塾
」

【
継
】
し
ょ
う
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
八
木

　
「
シ
ョ
ウ
ガ
」は
健
康
食
品
と
し
て
の
需
要
も
高

く
、
料
理
の
薬
味
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
作
物
で

あ
る
が
、
京
都
で
の
生
産
は
少
な
い
た
め
、「
シ
ョ

ウ
ガ
」の
普
及
の
た
め
の
学
習
会
開
催
や
、
販
売
先

の
開
拓
を
す
る
こ
と
で
特
産
化
を
目
指
す
。

提
案
者
：
し
ょ
う
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
八
木

【
新
】
「
安
ら
ぎ
の
あ
る
充
実
し
た
地
域
」

　

不
耕
作
地
で
の
黒
豆
栽
培
や
農
業
体
験
会
、
集

落
内
散
策
な
ど
を
実
施
。
集
落
内
や
都
市
住
民
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
充
実

し
た
村
づ
く
り
を
目
指
す
。

提
案
者
：
千
妻
活
性
化
事
業
組
合

【
継
】
調
味
料
の
自
給
自
足
を
め
ざ
し
た

醤
油
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

南
丹
市
は
都
市
部
と
比
較
す
る
と
食
糧
自
給
率

の
高
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
加
工
品
の
地
産
地
消

率
は
低
い
た
め
、
身
近
な
醤
油
に
つ
い
て
知
識
を

広
げ
、
実
際
に
作
る
こ
と
に
よ
り
食
の
安
心
安
全

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
手
作
り
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
知
る
機
会
を
つ
く
る
。

提
案
者
：
食
と
暮
ら
し
の
研
究
会

【
新
】
あ
る
日
あ
る
時
、

鶴
ヶ
岡
体
験
ツ
ア
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

都
市
農
村
交
流
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
事

業
に
提
供
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
鶴
ヶ
岡

地
域
の
里
山
資
源
を
活
用
し
た
小
規
模
な
モ
デ
ル

ツ
ア
ー（
夏
仕
事
・
夏
遊
び
体
験
、
木
こ
り
体
験
）

を
実
施
す
る
。

提
案
者
：
鶴
ヶ
岡
小
学
校
活
用
室

【
継
】
匠
の
技
が
息
づ
くふる

さ
と
憧
憬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

鶴
ヶ
岡
地
域
に
は
、
し
め
縄
や
栃
も
ち
と
い
っ

た
伝
統
工
芸
品
・
伝
統
食
の
生
産
グ
ル
ー
プ
が
複

数
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
み
後
継
者

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
体
験
教
室
を

開
催
し
、
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
都
市
住
民
に
も

技
術
継
承
を
行
う
。

提
案
者
：
棚
野
会

市民協働に関するお問合せは  南丹市役所  地域振興課（0771-68-0019）　または 南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）まで　お気軽にどうぞ
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

�

　
「
つ
な
が
ろ
う
南
丹
ネ
ッ

ト
」は
、
ひ
と
り
歩
き
の
恐

れ
が
あ
る
方
に
、
お
名
前
や

写
真
な
ど
を
市
役
所
に
事
前

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
は
、
協
力
機
関
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
情
報
提
供
を
し
て
、
早
く

ご
家
族
の
元
に
帰
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。

　

市
役
所
・
警
察
署
・
消
防

署
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
連
携
し
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
こ
の
事
業
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
衛
星
利

用
測
位
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
た
機
械

を
利
用
す
る
た
め
の
初
期
費
用
な
ど
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
高
齢
福
祉
課
ま

た
は
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

その 6

本人

という名前です

息子 夫

セラピールーム根っこ

８月から

心理カウンセリングの

提供をはじめます！

そして…

…

その6
イラスト・村上隊員

◎『
南
丹
辞
典
』収
録
の
南
丹
を
知
る
言
葉

け
い
と
ら【
軽
ト
ラ
】

車
が
日
常
の
足
と
な
る
南
丹
市（
特
に
北
部
）で

は
、
一
家
に
運
転
で
き
る
人
数
分
の
車
が
あ
り
、

農
業
や
狩
猟
を
す
る
家
で
は
プ
ラ
ス
軽
ト
ラ
が
配

備
さ
れ
る
。
一
見
同
じ
に
見
え
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

種
類
は
実
は
豊
富
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
主
自
慢

の
ス
ペ
ッ
ク
が
あ
る
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

７
月
末
で
村
上
、
太
田
隊
員
が
任
期
を
満
了
し
ま

し
た
。

９
月
か
ら
は
５
期
生
と
な
る
吉
田
隊
員
が
加
わ

り
、
南
丹
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
新
た
な
布
陣

で
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
南
丹
市
地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
１
９

1
2

3
4

問
い
合
わ
せ
先

■
高
齢
福
祉
課

　

℡（
0
7
7
1
）６
８
─
0
0
0
6

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

園
部
事
務
所 

℡
６
８
─
3
1
5
0

　

八
木
事
務
所 

℡
４
３
─
0
5
5
1

　

日
吉
事
務
所 

℡
７
２
─
0
2
1
4

　

美
山
事
務
所 

℡
７
５
─
1
0
0
6

〜
認
知
症
と
共
に
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
南
丹
市
に
〜

南
丹
市
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
つ
な
が
ろ
う
南
丹
ネ
ッ
ト
」

市内130の事業所に協力機関登録
をしていただいています

サービス利用のイメージ

ここにいるのね！
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食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—37—

日
吉
中
央
保
育
所
の
取
り
組
み

〜
５
歳
児
カ
レ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
〜

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

　

南
丹
市
の
保
育
所
・
幼
児
学
園
で
は
、

５
歳
児
を
中
心
に
年
に
数
回
ク
ッ
キ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
吉
中
央
保
育
所
の
５
歳
児
き
り
ん

組
が「
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
使

っ
て
カ
レ
ー
作
り
を
楽
し
む
」と
い
う

狙
い
の
下
、
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

日
吉
中
央
保
育
所
の
畑
で
は
、
１
年

を
通
し
て
季
節
の
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
タ
マ
ネ

ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

ン
、
ナ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を

収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ

ら
の
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使

っ
て
、
カ
レ

ー
を
作
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
野
菜
を
洗
い
、
ピ

ー
ラ
ー
で
皮
を
む
い
た
り
、
包
丁
で
切

る
作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
む
き
で
は
、
デ
コ

ボ
コ
し
た
形
に
大
苦
戦
。「
目
が
痛
く

て
、
涙
が
出
て
き
た
！
」と
言
い
な
が

ら
、
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
を
む
い
た
り
、
お

い
し
い
カ
レ
ー
を
作
る
た
め
に
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、
包
丁

を
使
う
と
き
は
、
手
を
切
ら
な
い
よ
う

に
慎
重
に
集

中
し
て
野
菜

を
切
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し

た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
カ
レ
ー
を
見
て
、
子

ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。「
私
ら

が
作
っ
た
カ
レ
ー
や
！
」「
お
い
し
い

ー
！
」と
言
い
な
が
ら
、
皆
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
野
菜
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
も

皮
む
き
や
切
る
作
業
に
関
わ
り
、「
自

分
た
ち
が
作
っ
た
」と
い
う
自
信
に
つ

な
が
り
、
残
さ
ず
完
食
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
の「
食
の
体
験
」は
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
の「
食
を
営
む
力
」に

つ
な
が
り
ま
す
。
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
旬

の
野
菜
の
香
り
や
色
、
感
触
に
気
付
い

た
り
、調
理
器
具
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、

料
理
の
楽
し
さ
や
食
べ
る
意
欲
に
も
結

び
付
く
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
楽
し
い

「
食
の
体
験
」が
で
き
る
よ
う
、保
育
所
・

幼
児
学
園
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

　

南
丹
市
で
は
、
健
や
か
で
健
康
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
正
し
い
食
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
の
健
康

に
つ
な
が
る
た
め
、
毎
月
19
日
の「
食

育
の
日
」に
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
文

字
放
送
や
の
ぼ
り
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全

て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う「
し
っ
か
り
食
べ
よ
う

朝
ご
は
ん
！
早
寝
・
早
起
き
・
歯
み
が

き
習
慣
」と「
毎
日
食
べ
よ
う
！
野
菜
・

果
物
・
豆
類
！
減
塩
で
家
族
の
健
康
を

守
ろ
う
！
」の
２
つ
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
毎
月
19
日
は
ご
自

身
の
食
生
活
を
見
直
す
日
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▲作り方の説明を聞いている様子

▼▶クッキングの様子

食
を
営
む
力

育
て
た
旬
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と

自
分
た
ち
で
作
っ
て
み
よ
う
！

お
い
し
い
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
ま
す

▲カレーを食べている様子

▲食育のぼり
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶93̶

お元気ですか？

保健師です。

　

皆
さ
ん
、「
あ
い
う
べ
体
操
」っ
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　
「
あ
い

う
え
お
」じ
ゃ
な
く
て「
あ
い
う
べ
」っ

て
ち
ょ
っ
と
変
で
す
よ
ね
。

　

あ
い
う
べ
体
操
と
は
、“
免
疫
力
を

高
め
て
病
気
を
治
す
”治
療
で
著
名
な

今い
ま

井い

一か
ず

彰あ
き

先
生
が
考
案
し
た
、
口
呼
吸

を
鼻
呼
吸
に
改
善
し
て
い
く
口
の
体
操

で
す
。

　

鼻
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

口
内
が
潤
い
、
唾
液
に
よ
る
洗
浄
や
殺

菌
、
消
毒
作
用
が
向
上
し
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
虫
歯
や
歯
肉
炎
の
予
防
・
改

善
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
症
状
改
善
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
予
防

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
口
と
は
食
べ
る
た
め
の

器
官
で
、
鼻
は
呼
吸
す
る
た
め
の
器
官

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
は「
し
ゃ
べ

る
」こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め「
口
呼
吸
に
な
り
や
す
い
動
物
」と
い

え
ま
す
。

　

呼
吸
器
官
で
あ
る
鼻
に
は
、
鼻
毛
や

線
毛
と
い
っ
た
防
御
機
能
が
あ
り
、
花

粉
や
チ
リ
な
ど
を
効
果
的
に
除
去
し
、

ま
た
、
加
湿
・
加
温
能
力
が
あ
り
、
冷

た
く
て
乾
燥
し
た
空
気
で
も
、
体
に
と

っ
て
害
の
な
い
き
れ
い
な
空
気
に
し
て

肺
に
送
り
込
ん
で
く
れ
ま
す
。
一
方
、

口
呼
吸
の
場
合
は
、
鼻
呼
吸
の
よ
う
な

機
能
が
な
い
た
め
、
汚
れ
た
ま
ま
の
空

気
が
肺
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

呼
吸
は
一
日
に
２
万
回
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
正
し
い
鼻
か
ら
行
う

の
か
、
間
違
っ
て
口
か
ら
行
う
の
か
、

あ
な
た
の
健
康
度
合
い
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
す
。

　

右
の
リ
ス
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た

方
は
要
注
意
。
さ
っ
そ
く「
あ
い
う
べ

体
操
」を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
い
う
べ
体
操
」は
文
字
通
り「
あ
・

い
・
う
・
べ
」と
口
の
動
作
を
繰
り
返

す
体
操
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
大
げ
さ
な
く
ら
い
口

を
大
き
く
動
か
す
こ
と
、
下
図
の
①
〜

④
ま
で
を
４
〜
５
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。最
初
は
少
し
ず
つ
、

上
手
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
数
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
い
う
べ
体
操
」は
い
つ
、
ど
こ
で

行
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
特
に
お
勧

め
は
入
浴
時
で
す
。

　

ま
ず
は
30
日
間
続
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
何
ら
か
の
効
果
が
実
感
で

き
る
は
ず
で
す
。

　

動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
」な
ど
で
、
楽
し
く
で
き
る
動
画
も

た
く
さ
ん
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
人
も
子
ど
も
も「
あ
い
う
べ
体
操
」

　
　
〜
鼻
呼
吸
で
健
幸
に
〜

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
6

あ
･
い
･
う
･
べ 

体
操
で

お
と
な
も 

子
ど
も
も 

健け
ん

幸こ
う

に

な
ぜ
鼻
呼
吸
が
良
い
の
か
？

あ
な
た
は
口
呼
吸
？

呼
吸
改
善　

あ
い
う
べ
体
操

■「あいうべ体操」のやり方
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Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）と
聞
く
と
、
多
く

の
方
が
被
害
者
は
30
歳
代
や
40
歳

代
の
女
性
が
身
体
的
な
暴
力
を
受

け
て
い
る
、
ま
た
は
モ
ラ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
よ
り
精
神
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
し
か
に
Ｄ
Ｖ
相
談
の
割
合
で

は
30
歳
代
・
40
歳
代
が
全
体
の
約

半
数
で
す
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
年

齢
に
関
係
な
く
起
き
る
問
題
で
、

件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
相
談
も
あ
り
、

他
の
年
齢
層
と
同
様
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
、
住

み
慣
れ
た
家
や
地
域
か
ら
離
れ
る

こ
と
へ
の
不
安
、
健
康
面
や
経
済

面
で
の
不
安
を
抱
え
る
方
が
多

く
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
考
え
方

高
齢
者
と
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

や
世
間
体
を
気
に
し
て
相
談
す
る

こ
と
自
体
を
た
め
ら
わ
れ
る
な

ど
、
現
状
を
変
え
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
相

談
機
関
で
は
、
被
害
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
や
思
い
に
寄
り
添
い
、

状
況
に
沿
っ
た
相
談
支
援
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
相
談
は
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
、
被
害
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
は
、
信
頼
で
き
る

周
囲
の
人
や
相
談
機
関
に
ぜ
ひ
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第38回―

「気持ちを込めたあいさつ」

園
部
小
学
校
で
は
毎
年

秋
に
人
権
月
間
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
人
権
月
間
で
は
、「
人

を
さ
ら
に
大
切
に
す
る
園
部

小
学
校
に
す
る
た
め
に
、
人

権
月
間
を『
自
分
も
周
り
の

人
も
大
切
に
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
』を
じ
っ

く
り
考
え
る
期
間
に
し
た

い
」と
児
童
会
の
本
部
役
員

は
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
気
持
ち
を

込
め
た
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

学
校
に
し
よ
う
」と
い
う
人
権
月
間
の
テ

ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。
本
部
役
員
の
児

童
は
、「
あ
い
さ
つ
に
は『
思
い
や
気
持

ち
』を
込
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
な
い
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

こ
の
人
権
月
間
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
き
の
気
持
ち
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
」と
全
校
児
童
に
投
げ

掛
け
ま
し
た
。

正
面
玄
関
に
設
置
さ
れ
た「
あ
い

さ
つ
ポ
ス
ト
」に
は
、
た
く
さ

ん
の
カ
ー
ド
が
寄
せ
ら
れ
、
給
食
時
間

に
校
内
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
お

は
よ
う
」の
あ
い
さ
つ
に「
今
日
も
一
日

一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
い
る
子
、「
さ
よ
う
な
ら
」の

あ
い
さ
つ
に「
明
日
も
一
緒
に
が
ん
ば

ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
い
る

子
、「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
て「
ま

た
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
な
」と
思
っ
た

子
、「
ご
め
ん
ね
」と
言
わ
れ
て「
仲
直

り
し
て
、
ま
た
仲
良
く
遊
ぼ
う
ね
」と

思
っ
た
子
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
あ
い
さ

つ
に
気
持
ち
を
込
め
る
と
、
相
手
に
も

そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
心
が
温
か
く

な
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
カ
ー
ド
ば
か

り
で
し
た
。

こ
の
児
童
会
の
活
動
は
、
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
を
促
し
た
も
の

で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
の

気
持
ち
を
考
え
、
そ
の
気
持
ち
を
広
め

る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち
に
気
付
き
、

人
間
関
係
を
育
て
よ
う
と
す
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

園
部
小
学
校
で
は
、
児
童
が
自
分

の
存
在
を
確
認
で
き
、
互
い
に

自
己
有
用
感
を
高
め
合
え
る
よ
う
な
関

係
性
を
育
て
、
自
他
の
良
さ
を
認
め
合

い
尊
重
し
合
う
態
度
を
育
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一

人
一
人
の
児
童
を
徹
底
し
て
大
切
に
す

る
仲
間
づ
く
り
や
、
児
童
が
共
に
高
め

合
う
日
常
的
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
今

後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
園
部
小
学
校　

人
権
教
育
主
任

谷た
に

口ぐ
ち　

英え
い

太た

）

75

ＤＶに関する主な相談機関（相談無料）
●南丹市人権政策課　女性相談【面接】
　（第2・4水曜  午後1時から3時まで）
　 ※要事前予約　℡（0771）-68-0015
●京都府警　総合相談室【電話・面接】
　（月〜金　午前9時から午後5時45分まで）
　※℡（075）414-0110 または ♯9110
●京都府家庭支援総合センター【電話】
　（毎日  午前9時から午後8時まで）
　※℡（075）531−9910
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〜「
園
部
藩
　
立
藩
四
〇
〇
年
」〜

お
城
の
本
を
置
い
て
い
ま
す

No.78

イメージキャラクター“なびっと”

—第63回—
消費生活情報

「東京オリンピックの
便乗詐欺」に注意

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
便
乗
し
た

詐
欺
の
電
話
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
注
意

求
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
絶
対

に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
個
人
情
報
を
盗
む「
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
詐
欺
」と
し
て
良
く
使
わ
れ
る
手

口
で
す
。

●
む
や
み
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃

９
１
１
０
）や
左
記
窓
口
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例1　オリンピック関連の団体を名乗
る男性から「東京オリンピックの入場券を
３００万円申込みましたね」と電話があっ
た。「頼んでいない」と答えると「同様の被害
にあった人が他にもいる。調査するつもりだがどうするか」と
聞かれ、「お願いします」と個人情報を伝えてしまった。その
後も「銀行の犯罪グループのリストに名前が載っている」「警察
には相談しないように」などと何度も電話があり、弁護士とい
う人物からは「口座を差し押さえられてしまうので手を打たな
いと大変だ。銀行名を教えなさい」と言われ、銀行名を伝えて
しまった。　　　　　　　　　　　　　　　　（７０歳代女性）

（
商
工
課
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第261号より

　

城
ブ
ー
ム
が
後
押
し
し
、「
日

本
の
城
」や「
山
城
」と
い
っ
た
城

関
連
の
本
が
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
園
部
藩
は
１
６
１
９

年
、
但た

じ

馬ま

国
出い

ず

石し

藩
主
で
あ
っ

た
小こ

出い
で

吉よ
し

親ち
か

が
丹
波
国
園
部
へ
転

封
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し

ま
し
た
。
現
在
で
も
園
部
城
跡
に

立
地
す
る
園
部
高
等
学
校
に
は
巽た

つ
み

櫓や
ぐ
ら

・
番ば

ん

所し
ょ

・
櫓や

ぐ
ら
も
ん門
が
、
八
木
町
の

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

に
は
太た

い

鼓こ
や

櫓ぐ
ら

が
残
り
、
当

時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
中
央
図
書
館

で
は
、
お
城
な
ど
の
関
連
書
籍
を

取
り
上
げ
て
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、「
立
藩

四
〇
〇
年
」の
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、
個
人
情

報
を
聞
き
出
さ
れ
た
り
、
金
銭
を
要

ひ
と
こ
と
助
言

新
刊
紹
介

　

世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
た
百も

舌
鳥ず

・
古ふ
る

市い
ち

古こ

墳ふ
ん

群（
大
阪
府
）。

世
界
最
大
級
の
仁に
ん

徳と
く

天
皇
稜
を
は

じ
め
、
残
っ
て
い
る
多
く
の
古
墳

に
つ
い
て
の
見
ど
こ
ろ
の
他
、
街

を
楽
し
む
た
め
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

も
付
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
向
け
の
城
の
入
門
書
で

す
。
城
の
歴
史
か
ら
特
徴
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
現
存
す
る

1
0
0
名
城
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

『
世
界
遺
産
登
録
へ
！ 

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
す
べ
て
』

発
行
：
洋
泉
社

『
日
本
１
０
０
名
城
の
ひ
み
つ
』

著
者
：
萩
原
　
さ
ち
こ

監
修
：
日
本
城
郭
協
会

発
行
：
小
学
館

事例２　スマホに「東京
オリンピックのチケット
抽選券配布」というメッ
セージが届いた。「あな
たのアカウントに配布
されました」とあり、指

定のＵＲＬを開
くと個人情報を
入力する画面が
出てきた。不審
だ。
（６０歳代男性）

ひ
と
こ
と
助
言



25 広報なんたん8・9月号

�

▲令和元年記念コンサートで演奏する様子

〜サックス演奏グループ
「クレージーモンキーズ」〜

音楽で笑顔をつくる

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会園部事務所

TEL：（0771）62-4125

練習の様子（7/27）

　

サ
ッ
ク
ス
演
奏
グ
ル
ー
プ「
ク
レ
ー

ジ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
」は
平
成
20
年
５
月

か
ら
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
級
生

の
3
人
が
ク
ラ
ス
会
の
余
興
で
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
を
披
露
し
た
こ
と
が
グ
ル
ー

プ
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ス
は
申
年
生

ま
れ
が
中
心
だ
っ
た
こ
と
か
ら「
ク
レ

ー
ジ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
」と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
男
性
5
人
と
女
性
1
人
で
活

動
さ
れ
て
お
り
、
毎
週
土
曜
日
に
、
旧

摩
気
小
学
校
の
一
室
を
借
り
て
、
練
習

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
施
設
、
夏
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
年
間
20
回
ほ
ど
演
奏

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
全
員
が
サ
ッ
ク
ス
未
経

験
者
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
吹
け
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
お
互
い
に
教
え
あ

い
な
が
ら
猛
練
習
を
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
個
人
練
習
を
す
る
場
所
に
も
苦

労
す
る
よ
う
で
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
屋
外
で
練
習
を
す
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。「
大
変
な
こ
と
は
多

い
が
、
苦
に
は
な
ら
な
い
」と
メ
ン
バ

ー
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
は「
自
分
た
ち
の

演
奏
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
何

よ
り
の
喜
び
」「
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
で
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
」な
ど
、
活
動
を
通
し

て
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
年
代
に

合
わ
せ
た
選
曲
を
す
る
こ
と
で
、
聴
い

て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
歌
っ
て
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
す

な
ど
、
聴
い
て
い
た
だ
く
人
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
常
に
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
音
楽
を
通
し
て
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
増
や
し
、
多
く
の
人
と
一
緒
に
音

楽
を
楽
し
み
た
い
」と
代
表
の
山
本
さ

ん
は
話
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
サ
ッ
ク

ス
演
奏
グ
ル
ー
プ「
ク
レ
ー
ジ
ー
モ
ン

キ
ー
ズ
」の
活
動
が
た
く
さ
ん
の
人
を

笑
顔
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

個人練習で演奏技術を身につけます

メンバーと合せ、本番に向けた練習をします

一緒に音楽を楽しみませんか

　「クレージーモンキーズ」は福祉施
設やイベントなどでサックス演奏を
しています。
　演奏を聴いてもらいながら、時に
は歌ってもらいながら、皆さんと一
緒に音楽を楽しみたいと思っていま
す。
　依頼がありましたら出向きますの
で、興味のある方は、お気軽にお問
い合わせください。



まちの話題を紹介します

26広報なんたん8・9月号

　8月7日、国際交流会館で健幸ア
ンバサダー養成講座を開催しまし
た。健幸アンバサダーとは、健康
に関する正しい知識や運動の方法
を身近にいる大切な人に広めてい
く健康づくりの伝道師のことで、
国民の約7割といわれる健康づくり
無関心層を対象に情報を広げる全
国的な取り組みです。
　講座には筑波大学大学院教授の
久
く

野
の

譜
しん

也
や

さんと管理栄養士の塚
つか

本
もと

珠
たま

代
よ

さんを講師に招き、役割や伝
え方、簡単な運動の実演などが行
われました。今回の講座で健幸ア
ンバサダーになられた皆さんには、
今後も各所でご活躍いただきます。

　7月23日、京都府立るり渓自然公園内にある掃
そう　うん　ほう

雲峰（天
狗岩）への登山道の整備が完成し、そのお披露目会が開
催されました。山頂にある天狗岩は、戦前には雨乞いの
儀式が行われてきた場所で、平成28年には岩の間から力
強く生えているヒノキが森の京都「天上の木10選」に選ば
れました。この木を守ろうと、るり渓観光協会や地元区が
登山道を整備されました。
　参加者は「大変上りやすく整備いただいており、頂上か
らの景色も最高だ」と高く評価していました。

「
宝
く
じ
の
力
で
地
域
活
性
化
を
目
指
す
」

「
自
然
を
守
り
育
て
、

観
光
に
も
つ
な
げ
る
」

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

（
７
／
23　

天
上
の
木
10
選
「
天
狗
岩
の
ヒ
ノ
キ
」

登
山
道
整
備 

お
披
露
目
会
）

▲購入されたステージ

◀「
天
狗
岩
の
ヒ
ノ
キ
」を
眺
め
る
参
加
者

▲隣の方と手を引っ張り合う運動をする参加者ら

▲講演を行う久野さん

「
い
つ
ま
で
も
、
健
康
で
元
気
に
幸
せ
に
」

（
８
／
７　

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
）

　宝くじの社会貢献広報事業として、受託事
業収入を財源に実施されているコミュニティ
助成事業を活用し、美山町平屋振興会が備品
を整備されました。
　購入されたのはアルミ製ステージで、購入
費用に宝くじの助成金を充てられました。
　地域の個性を生かした「日本一の田舎づく
り」を目指されている平屋振興会は、ふれあ
い夏まつりや美山ふれあいマルシェなど年間
を通してイベントを開催されており、ステー
ジを活用して、地域の活性化や都市間交流に
貢献できるイベントに発展させたいと意気込
んでおられました。



まちの話題を紹介します

27 広報なんたん8・9月号

　6月23日に氷室の郷で「第12回に
ぎわい太鼓祭り」が開催されました。
　南丹市をはじめ、さまざまな市町
から参加した11団体総勢100名以上
が出演され、日頃の練習の成果を披
露されました。
　太鼓から発する迫力ある音が、お
よそ４００人の来場者を魅了し、演
奏が終わるたび、盛大な拍手があり
ました。また、参加された団体同士
で刺激を受け合い、団体同士の交流
の場ともなりました。

　7月31日、八木町の八木農村環境公
園「氷室の郷」に、同施設で飼育され
ているダチョウをモデルにした彫刻
が寄贈されました。この作品は彫刻家
の細

ほそ

川
かわ

忠
ただ

夫
お

さんが制作されたもので、
２０１４年の日展に入選しています。
　「愛・育む」と題された作品は、高さ
1.6メートル、幅1.1メートルあり、同
施設内に展示される予定です。
　寄贈に対し細川さんは「日展に初入
選したこともあり、特に思い入れが深
い作品です。モデルとしたダチョウが
居る場所に寄贈できて嬉しい」と話さ
れました。

　7月12日、55歳以上の市民を対象とし
た生涯学習講座「さくら楽

がく

習
しゅう

館
かん

」の「歴史講
座」を開催しました。講座では、令和2年
大河ドラマ「麒麟がくる」をテーマに、明智
光秀公ゆかりの谷

こく

性
しょう

寺
じ

とききょうの里（亀岡
市）を見学しました。
　光秀公の家紋であるキキョウが咲き誇る
ききょうの里で自由散策した後、「ふるさと
亀岡ガイドの会」の案内の下、首塚がまつ
られている谷性寺で話を聞きました。受講
者らは興味深々に質問をされる場面もあり、
光秀公の歴史に思いを馳せました。

「
迫
力
あ
る
演
奏
が
会
場
を
震
わ
せ
る
」

「
氷
室
の
郷
に
ダ
チ
ョ
ウ
の
彫
刻
を
寄
贈
」

「
大
河
ド
ラ
マ
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」

「
学
生
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
考
え
る
」

（
７
／
31　

氷
室
の
郷
ダ
チ
ョ
ウ
彫
刻
寄
贈
）

（
７
／
12　

令
和
元
年
度
さ
く
ら
楽
習
館
「
歴
史
講
座
」）

（
７
／
13　

園
部
高
校
教
育
振
興
会
総
会
）

▲太鼓の演奏を披露する演者

▲寄贈された細川さん（左）と氷室の郷國府理事長（右）

（
6
／
2
に
ぎ
わ
い
太
鼓
祭
り
）

　7月13日、園部高校で園部高校教育振
興会の総会と記念講演が開催されました。
平成３０年度の事業報告と決算報告、ま
た今年度の事業計画、予算案などが審議
されました。
　記念講演では西村市長が講師として、
「園部藩４００年と南丹市の街づくり」と
題し、南丹市のまちづくりの課題点をい
くつか挙げた上で、「まちの魅力を掘り起
し、地域が誇りと希望をもてるまちづく
りをしていきたい」と話されました。

▲市のまちづくりについて講義する西村市長

▲谷性寺でガイドの話を聞く受講者
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

▶
筆
遣
い
に
気
を
付
け
て
、
縦
画
・
横
画
を

力
強
く
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
広
報
担
当
と
な
っ
て
、
も

う
す
ぐ
半
年
が
た
ち
ま
す
。
時
間

の
流
れ
の
早
さ
に
驚
き
つ
つ
、
半

年
を
振
り
返
る
と
、
取
材
の
中
で

出
会
っ
た
人
や
場
所
に
刺
激
を
貰

い
続
け
る
日
々
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
カ
メ
ラ
片
手

に
南
丹
市
の
端
か
ら
端
ま
で
奔

走
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
（
Ｍ
）

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

━ 

南
丹
市
立
八
木
東
小
学
校 

━

 

編
集
後
記

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
−75−

●総人口：31,723人（−10)
　（男：15,349人

（5）
・女：16,374人

（−15）
）

●世帯数：14,272世帯（0)
（令和元年8月1日現在）

（　）内は前月比

「３人とも宝物だよ♥
　　　　元気に仲良く育ってね。」（父・母より）　　

●園部町

　　湊
みなと

　海
か

音
のん

くん（５歳・左）

　　　　　　日
ひ

葵
まり

ちゃん（３カ月・中）

　　　　　　世
せ

那
な

くん（４歳・右）

2019.8・9 

「
故
郷　

〜
智
恵
寺
〜
」

片か
た

山や
ま　

爽さ
わ

葉は

さ
ん
（
6
年
）

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」

出で

畑ば
た　

晴は
る

輝き

さ
ん
（
5
年
）

「
土
」

西に
し

村む
ら　

幸こ
う

之の

佑す
け

さ
ん
（
3
年
）

▲屋根の瓦の色使いがすてきで、一つ
一つの瓦を見ていると、絵に引き込ま
れていきます。

▶
初
め
て
電
動
糸
の
こ
ぎ
り
を
使
い
、
ペ
ン

ギ
ン
の
枠
を
上
手
に
丁
寧
に
切
り
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
」

小こ

西に
し　

輝て
る

幸ゆ
き

さ
ん
（
2
年
）

▲カッターナイフを上手に使い、形の
重なり方を工夫して、すてきな作品に
なりました。


